
 

 

 

 

 

 

                

 

 
 
 
 気がつけば日脚もめっきり短くなり、木の葉も色付き冬の訪れを感じられるようにな
りました。 

１１月８日（火）に３年ぶりの「すもう大会」を開催しました。感染予防対策のためコロ

ナ禍以前のすもう大会と同様にはできませんでしたが、児童・保護者・地域の皆様にア
イデアをいただきながら、新たな形で実施することができました。 

令和５年に１５０年を迎える本校の歴史を紐解いてみますと、昭和１５年９月８日に相
撲場が作られ、同年９月１６日にすもう大会を行ったという記録が『上島田小学校百年
のあゆみ』に記載されています。相撲場は、現在の運動場の体育倉庫前に奉仕後援会
の方と職員と約４０名で作られました。今もその場所の地面は少し盛り上がって相撲場

跡が残っています。一時期、相撲が運動会の種目にもなっていたという話も伺いまし
た。このように、地域の方々にとって上島田小学校の「すもう大会」は思い出深い行事
の一つであったようです。 

近隣の小学校にも、相撲場があったそうです。
しかし、「すもう大会」として継承しているのは、

本校だけです。「礼に始まり、礼に終わる」という
武道の精神を受け継ぎ、長い年月を経て今なお
続いていることに感銘を受けます。今回も、相撲
の所作を地域の方に教えていただきました。所作
にはそれぞれ意味があるそうです。 

児童一人ひとりの四股名を決める際、家族と
一緒に考えた児童が多く、「自分の名前の由来
やお父さんやお母さんが小学生だった頃の話を
聞いた」と言っていました。すもう大会を通して家族の会話が弾み、家族の絆も一層深
まった様子が伺え、ほのぼのとしました。 

大会当日は低中高の３部に分かれて行いました。保護者や友達の見守る中での試
合に緊張した様子でしたが、１対１の勝負に真剣に挑む児童の姿から頼もしさを感じま

した。従来の形で実施できる日が来ることを願って、人との絆を深め、伝統を絶やさず
取り組んでまいります。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

学校だより 

静  修  
令和４年１２月号 

（１１月２２日発行） 

光市立上島田小学校  

すもう大会復活 

防災クイズ大会を地域の方のご協力
により全校で開催しました。クイズを
通して、防災の知識を増やしました。 

文化庁の講師派遣事業によりドラムサークル
を実施しました。２学年ごと全校児童が体験し、
様々な種類の打楽器の音色を楽しみました。 



 

 

 

行事予定 

「みんなちがってみんないい」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

行事予定 

人権教育コーナー（パート６） 

１日（木）安全指導  

 ５日（月）ドラムサークル全学年 

      委員会活動 

６日（火）避難訓練（火災） 

７日（水）英語で遊ぼう 

 ８日（木）英検 Jr６年 縦割り班遊び 

１２日（月）クラブ活動 

１４日（水）読み聞かせ 

１５日（木）ふれあい交流会 

１６日（金）しめ縄扇作り ＳＣ来校 

２０日（火）あいさつ運動 

ありがとうの日 

 地区児童会 児童集会 

２１日（水）英語であそぼう 

      一斉下校１３:１０ 

個人懇談（希望者） 

２２日（木）個人懇談（希望者） 

      一斉下校１３:１０ 

２３日（金）全校集会 しめ縄作り 

      一斉下校１４:４０ 

２６日（月）冬季休業 

２７日（火）島田川サミット 

 ４日（水）学級費引落 

１０日（火）あいさつ運動 

 ありがとうの日 

 全校集会 

委員会活動 

１１日（水）英語で遊ぼう  

生活リズムチャレンジ 

１３日（金）ＳＣ来校 

１４日（土）どんど焼き 

１６日（月）クラブ活動 

１７日（火）薬物乱用ダメぜったい教室 

１８日（水）読み聞かせ 

１９日（木）縦割り班遊び 

２０日（金）あいさつ運動 

 ありがとうの日 

 防災体験学習講座５･６年 

２３日（月）ドラムサークル全学年 

      代表委員会 スキル 

２５日（水）英語で遊ぼう 

２６日（木）避難訓練（不審者） 

３０日（月）あいさつ運動 

 ありがとうの日 

１２月の生活目標  助け合ってものごとをしよう  

先日の人権参観日での公演では、ちひろさん  

が金子みすゞさんの詩に思いを寄せてトークを  

交えながら曲をつけて歌ってくださいました。  

その中の一つ「私と小鳥と鈴と」は、多くの人  

から愛される詩です。そして、人権に関する  

大事なことを私たちに教えてくれる詩でもあります。  

子どもたちを見ていると、それぞれに得意なことがあり苦手なことがあ

ります。一人ひとり、みんな違います。他の人と比べて、苦手なこと、でき

ないことに目を向け、つい頑張らせようとしがちです。それも大事なこと。 

でも、得意なこと、好きなことにもしっかり目を向け、

寄り添い声を掛けると、子どもの表情がキラキラと輝いて

きます。私たちは、子どものいいところに目を向けてさら

に個性を伸ばしていきたいものです。みんなちがってみん

ないいのだから・・・・。  

 


